
「地方創生」の推進

2今月の表紙 FUTABA 
Art District（双葉町）

フ　　　タ　　　バ

アート ディストリクト
壁画アートで双葉町の復興を後押しするプロジェクト「FUTABA Art District」。アートカンパニー
「OVER ALLs」の皆さんが手掛けています。昨年11月に描かれた13作品目の壁画アートは双葉だるまです。

2024年
4月号

●結婚・子育て応援事業
（こども未来局）……【3.8億円】
結婚から子育てまでのライフス
テージに応じた事業を市町村や企
業などと連携して行うとともに、
市町村が独自に実施する少子化対
策の支援などを行います。

●魅力発見。ふくしまローカル鉄道利活用事業
（生活環境部）……【0.4億円】
鉄道と沿線地域の活性化の取
り組みを促すため、JR水郡線
全線開通90周年記念イベン
トとして利活用プレゼン大会
などを開催するとともに、各
種PR活動などを実施します。

●『感働！ ふくしま』プロジェクト
（商工労働部）……【4.3億円】
県内企業の人材確保を図るた
め、企業の魅力や福島で働くす
ばらしさを伝える取り組みを
総合的に展開し、若者の県内へ
の定着・還流を促進します。

●ふくしま若者Ｕターン促進プロジェクト事業
（企画調整部）……【0.4億円】
首都圏に在住する本県出身の若者
を対象に、本県の魅力の発信や同
世代とつながり、福島との関係性
を深める機会を提供し、Ｕターン
に向けた機運を醸成します。

●ふくしま脱メタボプロジェクト事業
（保健福祉部）……【1.1億円】
メタボ・肥満該当者の割合の改善を図るため、市町村や事業所と
連携を図りながら、ふく
しま健民アプリを活用し
たキャンペーンやモデル
事業などを実施します。

●わたしから始めるごみ減量事業
（生活環境部）……【0.4億円】
県内のごみの排出量を削
減するため、モデル構築
などの具体的実践とごみ
減量アイデアの普及など
による意識啓発の促進を
図ります。

●農業でふくしまぐらし支援事業
（農林水産部）……【0.9億円】
県外からの就農促進のため、
就農時の初期費用の負担軽
減や雇用就農者の労働環境
の改善などを図ることによ
り、より安定した新規就農
者の確保に取り組みます。

●国際定期路線等開設・再開事業
（観光交流局）……【8.9億円】
東日本大震災以降初となる国
際定期路線の開設支援や、国
際チャーター便の運航促進を
図ります。

❺輝く人づくり　104事業 260億円

❻豊かなまちづくり　45事業 113億円

❼しごとづくり　54事業 990億円

❽魅力発信・交流促進　38事業 42億円

1兆2,381億円

2,394億円

「ひと」「暮らし」「しごと」が調和しながら
シンカ(進化、深化、新化)する豊かな社会
を目指します！

やさしさ、すこやかさ、おいしさあふれる
ふくしまを共に創り、つなぐ

福 島 県 総 合 計 画 の 基 本 目 標

福島県当初予算

うち復興・創生分



「復興・再生」の加速

3
2024年
4月号

読者からの
お便り

特集（令和６年２月号）でGAPの意味がよく分かりました。GAPのマークは知っていましたが、農家さんの取り組み
はよく知りませんでした。これから買い物をする時は、GAPマークの商品を購入したいと思います。（60代 いわき市）

●双葉地域における中核的病院整備事業
（病院局）……【1.1億円】
双葉地域の医療提供体制の中
核を担う新病院を整備するた
め、基本計画の策定や大野病院
の解体設計などを実施します。

●グローバル人材育成事業
（教育庁）……【0.2億円】
本県の高校生が、グローバル
な視点で地域課題解決探究活
動を進め、海外でその活動を
実践し、本県の発展に貢献す
るグローバル人材の育成に取
り組みます。

●被災者生活再建支援体制推進事業
（危機管理部）……【0.1億円】
被災者支援を早期に実現するため、
住家被害認定調査の体制を強化す
るとともに、被災者へ支援を行う
ため、災害ケースマネジメントの
実施体制の構築を支援します。

●オールふくしまの酒づくり支援事業
（農林水産部）……【0.5億円】
酒米産地や蔵元に機械・機器の整
備などを支援するとともに、「オー
ルふくしまの酒づくり」を加速する
ため、県オリジナル酒造好適米の品
種開発に取り組みます。

●福島県高付加価値産地展開支援事業
（農林水産部）……【34.6億円】
原子力被災12市町村の営農
再開の加速化に向け、広域的
に生産、加工等が一体となっ
た高付加価値生産などを展
開する産地の創出に必要な
取り組みを支援します。

●チャレンジふくしま戦略的情報発信事業
（総務部）……【5.5億円】
根強く残る風評の払拭と時間
の経過とともに加速する風化
の防止を図るため、復興のあ
ゆみを進める本県の姿や観光
などの魅力を県内外に向けて
戦略的に発信します。

●そなえるふくしま防災事業
（危機管理部）……【1.0億円】
県独自の防災VRなどを活用し
た防災出前講座を実施すると
ともに、防災アプリの機能拡充
や利用促進を通して、県民の防
災意識の高揚を図ります。

●チャレンジふくしま「ロボット産業革命の地」創出事業
（商工労働部）……【4.8億円】
ロボットや要素技術の研究開発、
ロボットフェスタの開催のほか、
社会実装に向けた実証試験など
へ支援を行い、ロボット関連産
業の育成・集積を図ります。

❶避難地域等復興加速化　40事業 712億円

❷人・きずなづくり　39事業 52億円

❸安全・安心な暮らし　114事業 735億円

❹産業推進・なりわい再生　69事業 686億円

　総合計画の３年目となる令和６年度は、福島県が目指す将来の姿の実現に向け、
これまで続けてきた挑戦をさらに「シンカ」させていくことが重要です。
　総合計画を着実に前進させるため、特に重要な行政課題を８つの重点
プロジェクトとして展開し、重点的に取り組みます。

特 集 総合計画前進予算



知事メッセージ
─ Message ─

新しい福島県公式
イメージポスターができました！

キビタンの

　福島県では、平成29年度より、本県に対する理解促進と関心を高めていただく契機となるよう、福島県の
今と魅力を伝える「公式イメージポスター」を作成しています。
　このたび、令和６年１月19日（金）に「来て。」「呑んで。」「味わって。」「住んで。」「ふくしま。」の5種類のポス
ターと、県内市町村と連携した市町村版「来て。」ポスターを6種類、合計11種類のポスターを発表しました。

検 索福島県　公式イメージポスター

ポスターには、フォトコンテストの受賞作品も使用しています。

企 画 名：「来て。」ポスターフォトコンテスト-2023-
募集期間：令和５年４月27日（木）～９月10日（日） 　応募総数：3,131点
審 査 員： ●箭内 道彦氏（福島県クリエイティブディレクター） ●国分 太一氏（株式会社 TOKIO副社長）
 ●小杉 幸一氏（福島県「ふくしまプライド。」「来て。」アートディレクター） ●石井 麻木氏（写真家）
 ●福島県広報課長（「来て。」ポスター作成担当）
各　　賞： ●グランプリ（1点） 月崎 里美氏（宮城県）
 ●優秀賞（２点） 青田 明子氏（南相馬市）
  小針 敏行氏（西郷村）
 ●あなたも､来て｡賞 （1点）
  赤星 達絋氏（埼玉県）

コンテストの詳細は、以下のとおりです。

本県を応援してくださる県内外の企業や商店、団体、自治体などに無償で提供いたします。
ぜひ、WEBサイトからお申し込みください。

たくさんのご応募ありがとうございました。
問県庁広報課　☎024（521）7124

●市町村賞（5点）
三 春 町 賞…堀越 　靖氏（郡山市）
西 郷 村 賞…堀越 　靖氏（郡山市）
棚 倉 町 賞…廣瀬 泰成氏（茨城県）
南相馬市賞…本田 　奏氏（南相馬市）
葛 尾 村 賞…吉田 美紀氏（葛尾村）

●審査員特別賞（5点）
箭内 道彦選 ： 阿部 義久氏（福島市）
国分 太一選 ： 本田 　奏氏（南相馬市）
小杉 幸一選 ： 先崎 友美氏（猪苗代町）
石井 麻木選 ： 小野 公平氏（いわき市）
広報課長選 ： 寺島ゆかり氏（福島市）
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２月号も楽しく読みました。恥ずかしながら「GAP」という言葉、初めて知りました。私たち消費者にとっても食品
安全が一番大切なことなので、GAPの取り組みはとても大切なことだなと思いました。（50代 福島市）
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特 集

令和6年度
一般会計予算
※項目ごとに小数点第２位を　
　四捨五入しているため、
　計が一致しない場合が
　あります。

問 県庁財政課　
　　☎024（521）7029
　 ホームページでも詳しい
    資料を公表しています。

検 索福島県財政課

歳入 歳出
（目的別）

地方交付税
19.2％

県税
19.0％

地方特例
交付金
0.5％

使用料および
手数料 1.1％

分担金および
負担金 0.5％

繰越金 0.1％

地方
譲与税
2.9％

地方消費税
清算金 7.6％

国庫
支出金
15.7％

県債
11.9％

繰入金
9.5％

自主
財源
49.7％

依存
財源
50.3％

諸収入
11.7％

一般財源 49.3％

特定財源 50.7％ 財産収入 0.1％
寄附金 0.1％

教育費
18.4％

土木費
14.3％

商工費
12.9％民生費

11.2％

公債費
10.5％

諸支出金
8.6％

衛生費　3.7％

農林
水産費
7.5％

災害復旧費　1.0％
労働費　0.4％

その他
0.2％

総務費
7.5％

警察費
3.9％

　以下の３つの骨格をしっかりと形にしていくことで、複合災害からの復興と福島ならでは
の地方創生を前進させていきます。

ひとつ、ひとつ実現していくための3つの骨格
総合計画前進予算

複合災害からの復興・災害に強い県づくり

横断的な取り組み（地球温暖化対策、デジタル変革）

人口減少対策
○事業や営農の再開に加え、双葉地域における中核的病
院整備の推進、県立ふたば支援学校の開校など、住民の帰
還促進に向け、引き続き、生活再建や生業の再生を最優先
に、避難地域の復興を加速

○自然災害からの早期復旧はもとより、流域治水への理
解醸成や、被災者の実情に応じた迅速な生活再建支援体制
の整備のほか、自主防災組織への防災士の参画促進など、
自助・共助・公助の一体的な取り組みにより、災害に強い
県づくりを推進

○カーボンニュートラルの実現に向け、環境アプリを活用したライフスタイルの見直しを促すほか、温室効果
ガスの削減などを通じて資金を循環させる「Ｊ－クレジット」の創出、サプライチェーンも含めた県内企業
の脱炭素化を推進

○防災アプリの活用を促進するとともに、デジタル化に取り組む商店街への支援や、GPSの位置情報の精度
を高めることによるスマート農業のさらなる推進、｢ふくしまの酒｣ の製造技術の見える化など、地域産業
のデジタル変革を加速

○県内企業の人材確保や、看護の魅力発信、働きやすい保育
の職場づくり、移住就農者の住環境等に対する支援のほか、
首都圏在住者のＵターン機運の醸成など、若者の県内定着に
向けた『感働！ふくしま』プロジェクトを充実・強化

○若手社員等の出会いの場の創出や、遠方での出産が必要な
妊婦等の支援など、ライフステージに応じた切れ目のない
支援を展開するほか、ウォーキングの促進や働き盛り世代
の減塩の実践など、多様な取組により健康づくりを推進

複合災害からの復興　
福島ならではの地方創生


